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呼 吸器感染症 に対す るcefluprenamの 臨床 的検 討
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新 し く開発 された注射 用セ フェム剤cefluprenamを 肺 炎1例,肺 化膿症1例,気 管支拡 張症 の急性増

悪2例,感 染 を伴 った肺気腫,肺 線維症 各1例 の計6例 に投与 し,有 効 性 と安全 性の検討 を行 った。投

与 方法 は1回1g,1日2回,7～21日 間 点滴静 注 した。 臨床 効果 は肺 化膿 症 の1例 が 無効 で あ った

が,他 の5例 はすべ て有効 以上 で あっ た。起 炎菌 は5例 で検 出 され,1力emopmuspaniUfluen2ae1

株,Klebsiellapneumoniae1株,、ProteuSmirabilis1株,PseudomonaS aeruginosa 2株 は すべ て消失

した。副作用 お よび臨床検 査値 異常 は認め られ なか った。
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Cefluprenam(CFLP)は エ ー一ザ イ株 式会社研 究所 で創

製 され た新 しい注射 用 セ フ ェム剤 であ る。 本剤 はSta-

phylococcus aureusを 含 む グ ラ ム 陽 性 菌 お よ び

PseudomonaS aeruginosaを 含 む グ ラム陰性 菌 に対 して

強 くバ ランスの良い抗菌力 を有す る。また,EnterococcuS

faecalisに 対 して はpiperacillinと 同 等 の強 い抗 菌 力 を

有 す るこ とが特徴 の1つ となってい る1,2,3)。今 回,著 者 ら

は,呼 吸 器感染症 に対す るCFLPの 臨床 的検 討 を実施す

る機会 を得 たのでその成績につ いて報告 す る。

1.対 象 と 方 法

対象は1992年8月 か ら1993年3月 までに,広 島大学

第二内科お よび国療 広島病院呼吸器科 に入院 した患者 で

本試験参加の 同意 を得 られ た肺炎1例,肺 化膿症1例,

慢 性 気道感染症4例 の計6例 である。 対象患者の年齢 は

34～80歳,性 別は 男性4例,女 性2例 であ った。投与方

法は本剤1gを 生理 食塩水100mlに 溶 解 して30分 か け

て,朝 ・夕2回 点滴静 注 した。投与期 間は7～21日 で あ

り,総 投与量 は14～41gで あ った。

臨床効果の判定 は,発 熱,咳 嗽等 の 自覚 症状お よび白

血球 数 赤沈値,CRP値,胸 部X線 写真 等の他覚的所 見

を総合 的 に判 断 して,主 治医の判定 基準に よ り,著 効,

有効,や や有効,無 効 の4段 階 で行 った。

皿.成 績

今 回検 討 した6症 例 の一覧 をTable1に 示 す。臨床効

果 についてみ る と,症 例1は 基礎疾患 を有 す る肺炎 でP

aeruginOSaが 消 失 し,速 や か な解 熱 と白血球 数 お よび

CRPの 低 下,胸 部X線 写真 に おけ る陰影 の改善 が認め

られ著効 と判定 した。症例2は 肺化膿症 で起 炎菌が不 明

の症例 であ った。CRPは 低 下 したが,血 沈,白 血球数 に

変化は な く,胸 部X線 写真 で も改善 が認め られず無効 と

判定 した。症例3,4は 気 管支拡張症 に二次感染 を伴 っ

た症例 で,Klebsiella pneumoniae,P.aeruginoSaが 検

出 され,本 剤 の投与 によ り,と もに起 炎菌の消失並 びに

炎症所見 の改善 が認め られ,そ れ ぞれ著効 お よび有効で

あ った。

症例5,6は 肺 線維症 お よび肺気腫 に伴 う二次感染で,

そ れ ぞれ 正1aemo助ilusparainfluen2aeとProteuSmか

abiliSが 検 出 され たが,と もに これ ら起 炎菌が消失 し,炎

症 所見の改善 が認め られ有効 で あった。 す なわ ち全体で

の有効率 は83.3%(5/6)で あ り,細 菌 学的効 果は上述

したよ うに5例 で起炎菌 が検 出 され,全 株 が消失 した。

なお,本 剤投 与に よる副作用お よび臨床検査値 異常は

認め られ なか った(Table2)。

III.考 察

CFLPは 呼 吸器 感染症 の主要 起 炎菌 であ るS.aureuS,

StrePtococcus pneumoniae,K.pneumon毎e,1ヲaemo-

philus influen2aeお よびPaeruginosaに 対 して強力な

抗菌力 を有 す る薬剤 であ る。今 回の検討 で も難治性呼吸

器感染症 の原因菌 であ るP.aeruginoSaを 含 む起炎菌の

全 株が消失 し,本 剤 の特性 が確認 された。 また,今 回の

検 討 での 臨床効 果(有 効率)は83.3%で あ ったが,新 薬

シンポジウム1)で 集計 され た呼 吸器感染 症に対す る本剤

の有効率 は83.8%(232/277)で あ り,よ く一致 して い

た。

以上の ように,CFLP投 与 に よ り高い臨床効 果お よび

細菌学的効 果が得 られ,自 他覚的 な副作用お よび臨床検

査値異常 が認め られ なか ったこ とか ら,本 剤は呼吸器感

染症の治療 剤 と して高い有用性 を右 す るこ とが明 らかに
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Table 1.Clinical and bacteriological effect of cefluprenam

RA: rheumatoid arthritis DM:diabetes mellitus NF:normal flora

Table 2.Laboratory findings before and after administration of cefluprenam

B:before A:after

なったo特 にPaeruginosaに 強 い抗菌 作用 を示 す こ と

は,い わゆ る難 治性 慢性気道 感染症 に対 して,本 剤 は非

常に期待 され る薬 剤 と考 え られ る。
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Efficacy and safty of cefluprenam(CFLP)were evaluated on 6 cases comprising 1 pneumonia ,1 lung
abscess,2 bronchiectasis with infection,1 pulmonary fibrosis with infection and 1 pulmonary emphysema
with infection.CFLP was administered intravenously at a dosage of lg twice a day in the morning and
evening for 7 to 21 days.Clinical responses were excellent or good in 5 cases but poor in 1 case with lung
abscess.

The causative organisms comprizing 1 Haemophilus parainfluenzae, 1 Klebsiella pneumoniae ,1 Proteus
mirabilis and 2 Pseudomonas aeruginosa were eradicated.No adverse drug reactions and abnormal labora-
tory changes were observed.


